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本研究で対象とする D ビルは，低層部の V 字柱と高層部のタワーボディの外殻ブレースを特徴と
する超高層テナントオフィスビルで，周辺環境が開けた鉄道線路上空を跨いで建設された．写真 1に
建物外観を，表 1に建物概要を示す．商業施設などがある低層部は V 字柱で鉄道を大きく跨ぎ，中間
免震層を挟み，その上には 15 層のオフィスがある． 
図 1に D ビルの熱源システムフロー図を示す．本建物の熱源システムは空冷式モジュールチラー，ガ
ス吸収冷温水発生機，冷水蓄熱槽で構成される．表 2 に本熱源システムの主要設備の機器表を示す．
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写真 1 D ビル 
表 1 建物概要 
竣工：2019 年 2 月 
所在地：東京都豊島区 
敷地面積：約 5,530 ㎡ 
延床面積：約 50,000 ㎡ 
基準階面積：2,100 ㎡ 
天井高：2.8m~3.0m(基準階) 
階数：地下 2 階，地上 20 階 





















図 1 熱源フロー図 
 




冷房能力：844kW, 冷水量：1,210 ㍑/min(7.0-17.0℃), 冷却水量：4,000
㍑/min(37.0-32.0℃), ガス消費量：51.2N ㎥/h 





冷水量(蓄熱時)：815 ㍑/min(14.5-5.0℃), (追掛時)：860 ㍑
/min(17.0-7.0℃), 電力消費量：173.2kW 
開放式冷却塔(CT-1a,b) 冷却能力：1,395kW, 循環水量：4,000 ㍑/min(37.0-32.0℃) 
冷温水一次ポンプ 
PCH-1a,b 能力：80φ×65φ×1,210 ㍑/min×14m(INV), 5.5kW 
冷却水ポンプ 
PCD-1a,b 能力：150φ×125φ×4,000 ㍑/min×21m(INV), 22.0kW 
冷水蓄放熱ポンプ 
PC-1a,b(蓄熱槽側) 能力：125φ×100φ×1,433 ㍑/min×16m(INV), 7.5kW 
冷水蓄放熱ポンプ 
PC-1c,d(熱源・空調側) 能力：125φ×100φ×1,290 ㍑/min×28m(INV), 11.0kW 
冷水 2 次ポンプ 
PC-2a～d 能力：125φ×100φ×1,525 ㍑/min×33m(INV), 18.5kW 
温水 2 次ポンプ 
PH-2a,b 能力：80φ×65φ×1,215 ㍑/min×17m(INV), 5.5kW 
 









図 3 吸収冷温水発生機特性曲線 
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 （a）空冷チラー（外気温別） （b）吸収冷温水発生機（冷却水温度別(冷房時)） 
図 4 空冷チラー及び吸収冷温水発生機の部分負荷特性 
 
4．実運転と LCEM の比較 
次章以降に LCEM ツールを用いたケーススタディーを行った結果を示すが，本章では，
実運転と LCEM ツールを用いたシミュレーターの結果を比較し，LCEM による理想的な運
転と実運転の差異を明らかにすることを目的とする．図 5(a)～(h)に，実運転とシミュレー
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 (a) 製造熱量と冷水負荷（BEMS） (b) 製造熱量と冷水負荷(LCEM) 





























































 (c) 熱源電力消費量（BEMS） (d) 熱源電力消費量(LCEM) 






















































 (e) 熱源負荷率（BEMS） (f) 熱源負荷率(LCEM) 






















































 (g) 熱源 COP（BEMS） (h) 熱源 COP(LCEM) 





からの冷水供給を受けた熱交換器の運転が 1 台である場合の Case-1 及び 2 を，高負荷時の
検証は熱交換器の運転が 2 台である場合の Case-3 及び 4 を，ピークカットの効果について
は Case-3 及び 5 をそれぞれ比較する．ピークカットの効果比較は，蓄熱槽からの放熱開始
時間を 8 時からとしたケース(Case-3)と，一般的に冷熱負荷のピークが発生すると考えられ
る 13 時からとしたケース(Case-5)を対象としている．なお，低負荷時の検証に用いた負荷
は 2019 年 7 月 23 日，高負荷時及びピークカット検証の負荷は 2019 年 8 月 1 日の実負荷
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をそれぞれ用いている．図 6及び図 7に，低負荷時及び高負荷時における一次エネルギー
消費量とシステム COP の比較を，図 8にピークカット効果の検証結果を示す． 
図 6に示すように，低負荷時における一次エネルギー消費量は日中の追掛け運転をガス
熱源で優先的に実施する Case-2 の方が多く，その結果，日システム COP は電気熱源によ







































































































































図 6 低負荷時における一次エネルギー消費量とシステム COP の比較 
























































































































図 7 高負荷時における一次エネルギー消費量とシステム COP の比較 
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その 4,5，日本建築学会大会学術講演梗概集，2020 年 9 月 
2)  塚見ら：鉄道上空の高層オフィスビルにおける排気利用型ウォールスルー併用空調システムの検証そ
の 4, 空気調和衛生工学会学術講演梗概集，2020 年 9 月 
3)  久保，加藤ら：鉄道上空の高層オフィスビルにおける排気利用型ウォールスルー空調システムの検証
その 1~3，日本建築学会大会学術講演梗概集，2019 年 9 月 
 
 
